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 期末考査が終わりました。いよいよ棠楓祭ですね。一生に一度しか経験できない高校 3 年の学園祭です。存分に活動してくださ

い。机の上では学べないことが学べる機会です。｢もうお腹いっぱいだ･･･｣と思えるくらい、力の限り全力で取り組んでほしいと思

います。と、言いたいところですが、一時間でもかまいません、力尽きて座ったまま寝てしまってもかまいません、机に向かう時

間を必ず作ってください。そしてもし余力があるならば、さらに勉強してみてください。しっかり休む時間も計算に入れながら、

自分の無理がきく範囲を見極めてみましょう。ここでの努力がきっと今後にいきてくるはずです。 

 

 

 ７月１６日（日）には記述模試があります。きちんと準備をして臨んでください。受験生にとっては「勝負の夏」であることを

肝に銘じて、夏休みの学習計画を立てましょう。「今一番大事なのは何か」ということを考えて行動してください。 

 １８日から予定している保護者会（三者懇談会）は、１学期までを振り返り、今後の学習や将来の進路について話し合う大切な

機会です。当日までに、保護者の方と今後の進路についてしっかり話した上で臨むようにしてください。  

    
 ＊勉強時間を積み上げる  

わからない問題、難しい問題にあたった際、自信をもって後回しにできます。あれだけ勉強したのに解けないのなら、 

誰にだって解けないはずだと考えられるからです。逆に時間が足りていないと、変に動揺してしまい、解ける問題も解け 

なくなり、失敗します。単なる一問の動揺が科目の失敗につながり、ひいては受験の失敗につながります。動揺しないた 

めには、積み上げた時間が必要なのです。 

＊解ける問題は必ず解く 

解けると確信した問題は必ず解きましょう。百回やって百回できるだけの精度を身に付けましょう。必ず解くべき問題の 

難易度や精度が難関大学程シビアになっていきます。 

＊Ｆｅｓｔｉｎａ ｌｅｎｔｅ 

｢ゆっくり急げ｣というローマ皇帝アウグストゥスの言葉です。着実に、ミスを少なく、少しの余裕をもって解き終わる、 

これが鉄則です。解いている時が一番ミスに気付きやすいので、拙速に解答用紙を埋めずに慎重に解いた方がいいのです。 

＊見直す力をつける 

一教科あたり２～３点くらいはケアレスミスが出ます。複数の科目を受けるわけですから、合計すれば合否にかかわるラ 

インです。この見直しの精度を高めてください。スペルミスはないか、誤字はないか、計算間違いはないか、記号で答え 

るところで語句を書いていないか･･･。自分の癖をよく把握して、見直す優先度や基準を変えていってください。 

◎最後に 

受験と聞くと、ツラい、大変だという負のイメージしか持っていないかもしれませんが、自分の力で自分の未来を切り拓 

いていけるのも受験だけです。大学は逃げません。テストを机において待っていてくれます。その戦いから遠ざかるの 

はいつだって私たち人間の方なのです。最後まで戦い抜きましょう。 

 

 

１ 土  １５ 土  

２ 日  １６ 日 進研記述模試 

３ 月 学園祭準備 体育祭予備日 １７ 月 《 海の日 》 

４ 火 学園祭準備 １８ 火 ①～③限授業         保護者会 

５ 水 文化祭（1 日目） １９ 水 ①～③限授業 

６ 木 文化祭（2 日目） ２０ 木 大掃除・終業式 

７ 金 大掃除・解団式 ２１ 金 夏休み進学補習（～8/31） 

８ 土        【 ８月 】 

９ 日    

 

 

 

勝負の 2学期 始まる！ 

１０ 月  

１１ 火 ⑦総合 

１２ 水 小論文模試（希望者） 

１３ 木  

１４ 金  

  ～ 意思ある所に道はひらける ～        

《 ７・８月 行事予定 》 

8/22（火）、23（水）第 1回体験入学 

8/27（日）全統記述模試（希望者・外部） 

9/ 1（金）始業式 大掃除 


